	２５年度 第２回理事会議事録


１)日  時  平成２５年　６月２６日(水)１８：３０～２１：３０
２)場  所  宮城県放射線技師会館
３)出席者  
会　　長　　阿部　養悦

副会長　　山田　文夫、前谷津　文雄、小山　洋

理　　事　　長谷川　圭三、立花　茂、大友　一匡　
佐々木　昌浩、本舘　広樹、安彦　茂、白鳥　久也　
引地　健生、佐藤　益弘、斉藤　雅伸、小野　芳文　
山中　一臣、中島　章裕、村井　均、高橋　聖一　
伊藤　道明、沼田　仁志、阿部　茂人、佐々木正臣
　監　　事　大山　勝彦　三浦　康弘

理事の現在数（会長、副会長を含む）２３名のうち、

　　　出席理事　２３名　　欠席理事　なし
　　　理事会は成立した。
第２回理事会開催の辞を山田副会長が述べ、会長挨拶で、阿部会長は１５日のＯＢ部による会館清掃への感謝の言葉と今年度の各部・各委員会の体制が固まり、事業が滞りなく進められるように準備を宜しくお願いすることを述べられた。
議事に先立ち、平成２５年度第１回理事会議事（案）の確認が行なわれ、修正意見はなかった。

議長の阿部会長は、議事録作成者に山田副会長、
議事録署名人に監事以外から、沼田仁志理事　、佐藤益弘理事を指名し議事に入った。
４）議　事　　　　　　

①今後の行事確認
　６月１４日（金）　第４支部総会・勉強会
　６月１５日（土）　技師会館清掃（ＯＢ部）

　６月２６日（水）　第２回理事会
　６月２９日（土）　宮城消化管撮影技術研究会

　７月　１日（月）　公益事業推進委員会
　７月１０日（水）　第４回常務理事会
　７月１７日（水）　第１０回スキルアップカンファレンス
　７月２０日（土）　放射性医薬品取扱ガイドライン講習会

　８月　３日（水）　技術講習会
　８月　７日（水）　第５回常務理事会
　８月２４日（土）　ＣＴリフレッシャーズ研究会
　８月２５日（日）　静脈抜針講習会
　８月３１日（土）　宮城ＭＲＩ研究会

　８月３１日（土）　日本放射線カウセリング養成講座

　　～９月　１日（日）
　９月　７日（土）　放射線安全センター講習会

　　　　　　　　　　　第３支部勉強会

　９月１１日（水）　第６回常務理事会
　９月１３日（金）　みちのく核医学の会

　９月１８日（水）　第１１回スキルアップカンファレンス
　９月２０日（金）　日本診療放射線技師学術大会

　　～２２日（日）
　９月２５日（水）　第３回理事会
②議　題　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．平成２５年文化の日表彰候補者（保健衛生功労者）について
　立花総務部長より、資料を提出して、平成２５年文化
の日表彰者の推薦依頼について、推薦基準の説明を行

い、常務理事会では、１６年と長きにわたり理事を務め

て頂いた石井出一氏を推薦することを伝えた。
　以上、協議を行い採決を行った結果、出席理事の多

数の理事が賛成し、石井出一氏を推薦することとした。
２．平成２５･２６年度各部各委員会名簿について
　立花総務部長は資料を提出して、新体制の名簿作成について、各部、各委員会の構成ならびに配置について、メールで取り上げられた修正案を列記し、質疑の提案がされた。
①会館運営委員会、技師教育推進委員会について。
②事務局業務の体制について
③会員情報システム委員会について
④新法人移行準備委員会について

⑤新入会員促進委員会の所属について

⑥教育委員の所属について
⑦組織図について
　協議の結果、以下の事について、出席理事の全てが同意し決議された。
①については廃止とした。
②と⑤については事務局に新入会員促進委員担当理事を入れることとした。
③については今年度会員情報の更新を行う事から、作業として人員を増やすことと個人情報に関わることから、理事が管理に責任を持てるようにすることとした。
④について、前谷津副会長から新法人移行準備委員会

は移行が完了したので総会で解散することを確認したが、今年１年に駈けて事業を整備しなくてはならないため、検討部署を作りたいことから公益事業推進員会に体制を移行することを提案した。委員長は前谷津副会長、副委員長は前公益事業推進員会の高橋理事と旧新法人移行準備委員会の長谷川理事とした。
⑥については佐々木正臣理事を学術部教育委員として所属し、総務部の生涯学習カウント委員担当とすることとした。
⑦については特別会員・顧問は省くこととした。ＯＢ部の位置づけとしては、公益事業を行う団体として、ＯＢ部は公益事業に直接関わらないことから各支部と同列に扱わないこととし、会長から直接に線を結ぶ形にすることとした。
３．諸規程について
　立花総務部長より、担当部署ごとに諸規程の校正を図っていただくため、社団法人時の諸規程を全理事にメールで配信し、学術部と福利厚生部から校正案を提出していただいたことを述べた。さらに、本日この場での見直しは行わず、担当部署ごとに案を出していただき、７月１日に第１回の公益事業推進委員会が開催予定であるため、委員会に諸規程の変更案を提出していただき、公益事業推進委員会で検討してもらうことを述べた。

－　会長はカウントシステムやスキルアップカンファレン
スなどの運用内容が明文化されていないので、諸
規程だけでなく、細かい所での規約や運用規程等
を考えて欲しいと述べた。
－　安彦理事は他の県の諸規程等を集めたので、比較
　　　したり、参考にしたりして、第１回の公益事業推進
　　　委員会でまとめて議論することを述べた。さらに、
　　　変更案等ご意見があるときは、１日までにメールに

　　　て知らせていただきたいと述べた。

－　立花理事は支部ごとの規程について、事業が一本化になったので新たに作る必要はあるのかと述べた。
－　長谷川理事は、支部ごとに内規で活動することが

望ましいのではないかと述べた。

　以上、協議の結果、全体的な諸規程等を公益事業推進委員会で検討して、検討内容を常務理事会に図りながら改定をすすめていくことを出席理事の全てが同意した。
4． 会員情報確認書について
　立花総務部長より、第１回理事会で審議した会員情報確認書案に修正をくわえた案の資料を提出して、審議を行った。修正案はＥ-ｍａｉｌアドレスの項目にＰＣ用のほかに携帯用を追加した案とメールマガジン　ＭＡＲＴＮｅｗｓの登録に注釈を加えた案である。
　協議の結果、Ｅ-ｍａｉｌアドレス先はＰＣを持たず携帯を利用することが多くなっていることから修正案通りとし、メールマガジンにおいての注釈は削除する案で行うことで
出席理事の全てが同意し、承認された。
５．定年退職者への記念品贈呈について

　佐々木（昌）福利厚生部長は資料を提出し、定年退職者への記念品贈呈に関しての手続き変更案の提出を行った。理由として、平成２５年４月１日より高齢者雇用安定法の一部改正から、今後、定年退職者の情報把握が困難になる事を予想して、定年退職者に自己申告をしてもらう案である。
－　自己申告体制に変わったことを知らないまま定年退
職を迎えた方、又は、自己申告を遠慮してされない方
がいた時、祝いの対象から外してかまわないかとの
意見があった。
－　佐々木（昌）福利厚生部長は、たとえ自己申告制度
に決定したとしても、しばらくは調査・確認をする考え
と、これまでは定年退職者の該当年齢を６０歳のベー
スで把握していたが、今後、定年退職時の年
齢が不定となるため、情報把握が困難になるために
自己申告を提案したことを述べた。
－　各支部長からは、定年退職者の情報把握が困難であるとの意見と連絡網を利用することや地域担当からの情報、さらに今年度から行う会員情報確認によって情報把握は難しくないとの意見があった。

－　定年退職者の祝いを一律年齢で区切ってお祝いをするか又は定年退職祝いではなく、特別な表彰を設けるとか根本的に考え直す時期に来ているのではないかという意見がだされた。
－　出席率が非常に低くなってきたことから、長年の功

労に対して表彰する形式にすれば参加率が上がるの
ではないかとの意見と、これまでの出席率を見ると定
年祝賀会を廃止しても良いのではないかとの意見が

出された。
－　佐々木（昌）福利厚生部長は、技師会の趣旨から一

人でも出席してくれる方がいれば、廃止する時期では
ないのではないかと述べた。
　以上、自己申告の質疑から、祝賀会の開催の是非の提言が行われ、常務理事会で再検討を行い、継続審議とすることとし、次回理事会で再審議することを出席理事の全てが同意し、協議を終了した。
６．放射線カウンセラー養成講座と研修会の開催につい　

　て
　村井法人部理事は資料を提出し、８月３１日、９月１日の日程での放射線カウンセラー養成講座の仙台開催について、日本放射線カウセリング学会より打診されたことについて受託の審議を提案した。県技師会は会場の手配と参加者の募集を行う主旨である。
－　佐々木（正）理事から日本診療放射線技会生涯学習カウント申請について質問があった。

－　村井理事は、現在は放射線管理士のカウント申請だけであるが、別個に日本診療放射線技会生涯学習カウント申請を行えば出来ることを述べた。
　以上、開催、協力することを出席理事の全てが同意し、承認された。

７．その他
①　日当について
　本舘法人部長より、各種行事に関わる日当の給付について質問が行われた。
· 会長は、日当を旅費規程か謝金規程に入れたらよいか、また、日当を決める時に時間単位で金額を決めるかの見直しを行っている。現行の諸規程で対応したいと考えるが早急に諸規程を決議したいため少し待っていただきたいと述べた。

以上、日当等の諸規程に対して、公益事業推進員会で早急に検討して理事会で決議することを出席理事の全てが同意した。

②　写真募集について
　山田広報部長より、福利厚生部が起案した写真コンクールの資料を提出して、この起案が常務理事会で予算の関係上取り下げたことを説明し、新たに広報部として
写真を応募して、ホームページ又は会報に掲載する提案がされた。
　このことについては、広報部からの企画・募集案を作成して、次回理事会に図ることを出席理事の全てが同意した。

③　技師会館借用について
　阿部会長から、今回の参議院選挙に於いて、日本診療放射線技会政治連盟より、技師会館の一部借用が求められたことを報告し、借用の許可の承認を求めた。
　協議の結果、条件付きで借用することで許可することを出席理事の多数が賛成し、承認された。
各部・委員会報告事項
1． 総務部
立花総務部長より、６月８日開催したフレッシュマンズセミナーについて資料を提出して、①受講者への配布物、②会計報告、③アンケート結果の報告が行われた。
　参加人数２５名、②については会場費、講師謝礼等の
支出が１１７，２９０円で、日本診療放射線技師会から支援金として６１，２８０円後日振り込まれる予定である。
③については、参加理由は上司に勧められた８７％、内容に興味があったが４３％、開催時期は適当であるが９６％、セミナー時間は適当であるが５７％、長すぎたが４３％、内容は９５％の方が参考になったという回答であった。新たに取り上げてほしい内容としては被ばく相談で、具体的な解答を聞きたかったという回答であったことの報告を行った。
　　以上の報告に対して、出席理事の全てが同意した。
2． 学術部
　　大友学術部長は資料を提出し、①技術講習会の案内配布を行ったこと②第９回スキルアップカンファレンスの参加状況のこと内について報告を行った。

　①の申し込み状況は現在１１名、②は参加人数：５１名（会員３１名、非会員２０名）である。

　さらに、第２２回県学術大会の案内について、案内葉書の文面は例年同様と計画していること７月上旬に発送することを伝えた。
　案内葉書の内容ついては、メールにて確認・修正を図ることとし、以上の報告に対して出席理事の全てが承認された。
３．　法人部　　
本舘法人部長は資料を提出し、①平成２５年度県民公開講座のこと②多賀城市での医療画像展開催状況のこと③漏洩線量測定のこと④２５・２６年度法人部理事・部員、放射線管理士・被ばく対策委員会、放射線機器管理士幹事の役員が決定したこと、⑤ピンクリボンフェスティバル推進委員会会議のことについて報告が行われた。

　①、②については会報ＭＡＲＴ　８０号に詳しく掲載することを述べた。

以上の報告に対して、出席理事の全てが承認された。
４．　広報部
　　山田広報部長は資料を提出し、ホームページ改修計画内容と作業に関わる見積書の提出を行った。

改修計画内容は

　①「社団法人」を「公益社団法人」に変更

②ロゴマークの変更

③トップページに「過去のお知らせ」ボタンを新設

④「宮城県放射線技師会について」の「会長挨拶」の更新

⑤「　〃　　」の定款の更新

⑥「　〃　　」の組織名簿の更新

⑦「　〃　　」の平成２３・２４年度各部各委員会名簿更新

⑧「　〃　　」のあゆみに２４年度分を追加

⑨「一般のみなさまへ」の「公益事業」の「あなたのため　

　の医療画像展」に平成１３年度以降分を追加

⑩「　〃　」の「公益事業」の「県民公開講座」に平成１３年度以降分を追加

⑪「　〃　」の「診療放射線技師を目指す方へ」の中の

　　　「診療放射線技師養成学校の中のＵＲＬを更新

⑫「一般のみなさまへ」の「お役たちリンク集」の中の

　　　リンク切れＵＲＬの更新

⑬「　〃　」の「　〃　」の「県内病院リンク集」の中の

　　　リンク切れＵＲＬの更新

⑭「会員のみなさまへ」の「各種申請書」の中に

　　　「会員情報更新申請書」を追加

⑮「　〃　」の「管理士・活動のあゆみ」に平成２４年度分

を追加
⑯「　〃　」の「各種リンク集」の中のリンク切れＵＲＬ

の更新

⑰「News &Topics」のカテゴリー分類を整理・統合。
　①、②、③、⑭に関して見積もり書の確認を行った。
　引地広報部理事より、各種申請書の名称変更に金額が発生することが報告された。各項目３，０００円で約４項目である。
　以上の報告に対して①～⑰の項目に対する改修について、出席理事の全てが同意し、見積書と追加作業金額についても承認された。
５．　福利厚生部
　佐々木（昌）福利厚生部長より、資料を提出し、平成２５年度ボウリング大会の報告が行なわれた。
　参加者:２２名

優　勝：沼田　仁志さん（宮城社会保険病院）

準優勝：大友　一匡さん（広南病院）

第３位　：曽根　理さん（仙台厚生病院）
支出：３０，３７０円

　以上の報告に対して、出席理事の全てが承認された。

６．　各支部報告
①第１支部
　白鳥支部長より、１０月１９日（土）、２０日（日）「大崎市健康と福祉の集い」の開催の報告がされた。
②第２支部

　斉藤支部長は資料を提出して、支部運営委員会で２５年度事業計画、多賀城市画像展の報告がされた。

③第３支部

　山中支部長は資料を提出して、支部運営委員会で２５年度事業について報告がされた。第３支部の連絡網の整備と施設間での脳ＡＤＣ測定の内容である。
④第４支部

高橋支部長は資料を提出して、支部運営委員会、支部総会・勉強会について報告がされた。

７．　事務局
　長谷川事務局長は会員異動の資料を提出し、報告を行った。
①　会員異動
１．　新入会　　　
斉藤　奈美　　　赤石病院
北里大学医療衛生学部Ｈ１５年卒
２．　再入会　　　なし
３．　県内異動　　

小野寺　修　　　若林区保健福祉センター　

　　　　　　　　　　　　　　　　→　青葉区保健福祉センター　
４．　転　出　　　
安藤　信哉　　　国立病院機構西多賀病院
→　　国立病院機構青森病院
５．　転　入　　
村崎　昌洋　　　岡山大学病院　　→　　東北大学病院
6． 退　会　　
新田　敏夫　　　自宅

会員数　　５０４名
賛助会員
賛助会員　代表者変更　

　日本メジフィジックス（株）　　森本　仁史　→　　荒　裕明　

　長瀬ランダウア（株）　　中居　光正　→　　今井　健太郎
　日立アロカメディカル（株）　尾崎　則仁　→　近藤　豊泰
　　住所変更

　バイエル薬品（株）東北支店

　　仙台市青葉区一番町１-９-１　仙台トラストタワー１７Ｆ

以上の報告に対して、出席理事の全てが同意し、承認された。
②　委嘱状等について

　平成２５・２６年度の理事委嘱状、名刺の報告をされた。
８.その他
①　故障・事故事例の調査に係わる参加施設登録

の協力依頼について

　阿部会長より、前回理事会で調査に係わる参加施設登録の協力依頼について、施設名が特定されるのか匿名なのか、又は情報漏えいがないのかの質問に対して、調査の結果、匿名で行うことが報告された。
現在、栗原中央病院、坂総合病院が協力を行ってくれることを報告し、これから協力できる施設があればお願いしたいと述べた。

以上、参加施設登録の協力依頼について、出席理事の全てが承諾した。
②　第７３回（公）日本診療放射線技師会総会の報告
山田副会長は資料を提出して、第７３回（公）日本診療放射線技師会総会に出席したことの報告がされた。

時代はチーム医療へと進んでいる。業務拡大と共に積極的に取り組んで欲しいこと、業務拡大について、秋の特別国会、来年の通常国会までには何とか法律改正を行いたいこと、これまでの通り講習会を進めていきたいこと、読影の補助、検査相談・説明を推進してほしいことの報告がされた。
全国的に定年者の退会者が増えていることについて質問があり、宮城県技師会に於いても同じような現状である為、何らかの防止策を考えなければならないと述べた。

以上で全ての審議、報告が終了し、議長の阿部会長を解任、前谷津副会長が閉会の辞を述べ、２１時３０分

閉会とした。
２０１３年　６月２６日
議　　　　　長

会　　　　　長　　　阿　　　部　　　　養　　　悦　　㊞
議事録署名人　
監　　事　大山　勝彦　㊞
　　　　　　監　　事　三浦　康弘　㊞
理　　事　沼田　仁志　㊞
理　　事　佐藤　益弘　㊞
